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ため，米沢に移封され 30 万石に減石．さらに 4 代
目綱勝に嗣子がなく，名門であるため何とか養子を
迎え断絶は免れたものの，15 万石に削られた．最
盛期の 20 分の 1 の石高になったが，景勝の意向に


















































































































































































































F. J., 1855-1936 年）である．彼の代表的著作『ゲ
マインシャフトとゲゼルシャフト』Gemeinschaft 
und Gesellschaft （1887, 8th ed., 1935）は，集団
分析の古典的著作である．またほぼ同時期にアメ
リカの社会心理学者，クーリー（Cooley, C. H., 
1864-1929 年）は第 1 次集団，第 2 次集団という
概念を提示している．
4 ）アメリカの社会心理学者・マッキーバー　


































9 ）語源はジエイムス・アベグレン（James C 
Abegglen）が“The Japanese factory：Aspect 










第 9 巻，第 4 号，1975 年に詳しい．
11）前掲「『働く』を考える（1）」 p. 27. 参照
12）ヴェーバー，Max 著，大塚久雄訳『プロテス
タンティズムの倫理と資本主義の精神』岩波文庫，
1989 前掲「『働く』を考える（1）」 p. 23. 参照
13）山本七平は，日本人は「なぜ，一生懸命働くの
か」という問題意識を持ち，現代企業の中の「藩」
の分析を行い，日本資本主義の精神の提示を試み
ている．前掲『日本資本主義の精神』参照
